
【様式４】 

令和８年度高根台公民館事業計画 

  

1．地域の状況 

高根台公民館は平成 8 年 5 月 25 日、市内で 24 番目の公民館として、地域住民に待ち望ま

れて開館した。対象区域は高根台 1～6 丁目で、東西約 1.8km、南北約 0.8km と東西に長く、

管区内の一番遠い地点でも公民館から直線距離で 1.4km と管区は全て徒歩圏内といえる。中

心となるのが高根台団地であり、その他の地域も住宅地と商業地である。 

対象人口は令和 8年 4月１日現在、12,367人、世帯数 6,785世帯で、人口の構成としては、

65 歳以上の人口は 4,316 人で割合は 34.9％となり、市内平均 23.8％と比較しても非常に高

い割合で、高齢化が進んでいる地域である。 

公民館は京成電鉄松戸線高根公団駅から徒歩 2 分と交通至便で、多くの市民に利用されて

いる。 

 

2．地域の課題 

 (1)高齢化が進んでおり、ひとり暮らし・高齢者のみの世帯では認知症リスクが高く、高齢期を

豊かに生きるための学習の推進が必要である。  

(2)初心者向けのスマホ講座への受講希望やスマホコンシェルジュへの相談件数が多いことを

踏まえ、8年度は引き続き、初心者向けのデジタルデバイド対策を中心に推進していく必要が

ある。 

(3)生涯学習に関するアンケート結果では、地域における心配なこととして、高齢者の孤立が高

い地域であることから、交流機会の場の提供が求められている。一方で、高齢化により解散

するサークルが増え続け、交流の場が少なくなっている。 

(4)生涯学習に関するアンケート結果では、学びの成果の活用に関して、「今は活かしていない

が、今後活かしたいと思っている」割合が高いことから、地域人材を発掘するとともに活動

につなぐためのコーディネート機能の強化が求められている。 

(5)生涯学習に関するアンケート結果では、地域や社会で参加してみたい活動として、スポーツ・

文化活動の次に、子供のための活動や子育て・育児支援活動が挙げられている。 

 

3．重点目標 

(1)高齢者の関心が高い健康づくり・認知症予防に関する運動や学習の推進を図る。あわせて、

多様な学習ニーズへの対応と充実した学習機会を提供していく。 

(2)初心者向けのスマホ講座をメインに実施するほか、スマホコンシェルジュの活用などにより、

情報取得方法を学ぶ機会を積極的に提供し、デジタルデバイド対策を図る。 

(3)公民館事業や団体活動への参加を促し、地域住民の交流機会を創出する。新規事業のサーク



ル化を目指すとともに、既存サークルの会員増につながる周知活動を進めていく。 

(4)地域住民の持っているスキルを発掘するとともに、公民館事業での活動機会などをコーディ

ネートする。 

 (5)自分たちの公民館という地域の人々の思いが強いことから、町会･自治会をはじめ地区社会

福祉協議会等、地域の諸団体の活動を支援し、地域社会の発展に寄与するとともに、協働で

事業を行うことにより地域力の向上を図る。 

(6)子供のための活動や子育て・育児支援活動に参加したい方が多いことから、様々な事業を通

して、学校教育と社会教育の連携をより一層深めるとともに、児童ホームとの連携などによ

り、次代を担う子供たちの体験を通じた成長や発達を支援する。また、子育てに関する学習、

情報交換、交流の機会を提供し、子育て支援、家庭教育事業の充実を図る。 

（7）空き部屋開放事業や各種事業のボランティア等、児童・生徒が公民館を利用しやすい環境

作りを進めていく。 

(8)創意工夫し魅力ある事業を展開するとともに、公民館が身近で使いやすい施設であることを

実感していただけるよう、利用者に対し全職員が丁寧な対応に努め、新しい利用者層の開拓

を図る。 

(9)多様な人々の生活習慣等の違いを知り、正しく理解するための事業を実施していく。特に、

船橋特別支援学校と連携することで、地域と共に学び生きる共生社会を目指す。 

(10)地域の拠点として、他部局関係各課との連携･協働を推進し、多様な行政サービスを提供す

る。あわせて、防災拠点としての役割を強化する。 

(11)基幹公民館として、ブロック内の連携を密にして広域的な事業を実施し、各館の施設・設

備の適切な維持管理に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【様式４】 

令和８年度夏見公民館事業計画 

  

1．地域の状況 

夏見は太古から水辺と緑地が豊かな住環境を生み、時代の変化を受け入れ新陳代謝を繰り返

しながら発展してきた経緯があり、令和 8年 4月１日現在、人口 28,117人（前年比 141人増）、

世帯数 13,075世帯（前年比 195世帯増）と引き続き老朽化した企業宿舎や共同住宅の滅失、農

地や雑種地の宅地化などに起因する宅地開発による増加が見て取れる。 

また、管区内には 130 年超の歴史を有す八栄小学校、団地開発と共に歩んできた夏見台小学

校、伝統ある船橋中学校、さらに幼稚園、保育園が複数あるなど、子育て世代が求める住環境

が充実し、3 区分別人口（令和 8 年 4 月１日現在）では「15 歳未満 13％（市 11％）」、「15～64

歳 65％（市 65％）」、「65歳以上 22％（市 24％）」と「未来を担う子どもたち」と、その親「子

育て世代」が多く住まう傾向は現在も続いている。 

なお、当館が一角に立地する西夏見日枝神社をはじめ神社仏閣、戦国時代の城郭跡や縄文遺

跡など歴史遺構も数多い。一方で高度経済成長の象徴である団地が立ち並び、近代日本の発展

を支えた企業宿舎跡に宅地開発が進むが、今なお自然と新旧が調和する当地域は定住意識 86％

（最新版 R4都市マス）と非常に高く、地域への深い愛情や誇りを持つ人々が多い。 

 

2．地域の課題 

(1)公民館区内の高齢化率が他地域よりは緩やかではあるものの年々高まってきている。 

(2)地域活動を支える人材の世代交代が進まず、活動休止を迎えるケースが増えている。 

(3)社会教育団体になることを望まず、敢えて一般団体として活動する団体が増加している。 

(4)世代を問わず、何らかの支援、配慮、居場所を求める人々が散見される。 

(5)管区内は土砂や浸水の指定区域に囲まれ、防災意識は非常に高く自治会の取り組みも盛んだ

が、近隣自治会との連携が希薄と危惧する声が多く寄せられている。 

 

3．重点目標 

(1)最も身近な公共施設として求められる姿を意識し、常に地域住民に寄り添う運営に努める。 

(2)地域の資産、才能の活用、協働を念頭に置き、様々な手段を事業に取り入れる。 

(3)障がいと共に生きる人々との協働の機会を広げ、共生社会に向けた姿勢を積極的に示す。 

(4)新たな知識を得るための入口となる機会の提供や周知啓発に努める。 

(5)急速なデジタル化に追いつけない市民への手厚い対応と情報・機会の提供を継続する。 

(6)地域と行政のハブとして環境づくりに努めて互いの顔が見える関係を築き、共に安心安全な

環境の醸成を目指す。 



様式４ 

令和８年度高根公民館事業計画 

  

1．地域の状況 

高根公民館の管区は高根町･金杉町･金杉･金杉台･緑台からなり、面積は約 4.3 ㎢で、令和８

年 4 月 1 日現在の船橋市年齢別人口統計によれば、人口 15,761 人、世帯数 8,048 世帯である。 

地域は船橋市のほぼ中央に位置し、市街化区域と市街化調整区域が混在しており、豊かな自

然が現在も残されている。 

この地域には縄文時代の上高根貝塚、弥生時代後期の立場遺跡、室町時代後期の高根城跡な

どがあり、古く歴史のある地域である。昭和 12 年の 2 町 3 村(船橋町･葛飾町･八栄村･法典村･

塚田村)の合併により市制が施行される以前は旧八栄村の一部であった。 

昭和 46年 8月に金杉台団地、同年 10月に船橋グリーンハイツの入居が開始され、一時期は 

地域の人口が急激に増えたが、現在は地域住民の高齢化率が 34％と市全体の 24％と比べて高

く、少子高齢化が進んでいる。 

 

2．地域課題 

(1)地域の青少年に公民館をより多く利用してもらうために、今まで以上に青少年の事業の充実  

を図っていく必要がある。 

(2)社会教育関係団体の会員の高齢化や減少による解散が増えていることから、団体の活性化や 

支援を図る必要がある。 

(3)地域住民が新たに始めたい学習として、健康･スポーツ･趣味･教養などがあがっている。こ  

 のような多様なニーズに対応した学習の機会を提供していく必要がある。(生涯学習に関する 

アンケート p65) 

(4)今後も高齢化は進んでいくだろうと思われる。孤立しがちな高齢者に生きがい、仲間づくり、

健康増進の場を提供していく必要がある。(生涯学習に関するアンケート p104)また認知症リ

スク高齢者の割合が増加していることから事業を通じてその予防に努める。 

 

3．重点目標 

(1)地域コミュニティの拠点として、誰もが気軽に集うことができる親しみやすい公民館を目指

す。 

(2) 学校･青少年育成団体･地区社会福祉協議会･児童ホームなど各種地域団体と連携し、青少年

の健全育成を目指す。また、ハッピーサタデーや講座内で取り扱うなど、共生社会に向けた

事業も実施していく。 

(3) 社会教育関係団体の活動を支援し、サークルの活性化･維持発展に努める。 

(4) 高齢者の生きがい、仲間づくり、健康づくりを推進する。地域の特性･住民のニーズを把握



し、現代的課題や地域課題に対応した事業を展開し、学習の機会と交流の場を提供する。ま

た、様々なライフステージに応じた事業を展開し、日常生活の充実や向上を図る。 

 (5)地区自治会連合会等との事業の連携･協力において、地域住民の結びつきをより一層強くし、

地域社会の発展と地域力の向上に努める。 

 (6)館報｢たかね｣の発行やホームページを活用し、公民館の活動や運営に理解を得るとともに、 

情報を提供する。 

(7)利用者の安心安全を確保するために、施設･設備･備品等の保守管理･運営に努め、利用環境 

 を補助する。また、非常時に迅速に避難所運営ができるよう日頃から備えておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式４ 

        令和 8 年度 新高根公民館事業計画 

 

1．地域の状況 

新高根公民館の対象地域は、市の中部地区に位置する新高根 1～6丁目、芝山 1～7丁目、高

根台 7丁目である。面積は、約 2.5km2、対象人口は令和 8年 4月 1日現在、27,237人、世帯

数 13,825世帯で、閑静な住宅地域である。 

人口の構成としては、令和 8年 4月 1日現在、65歳以上の高齢化率が市全体の 24％に比べ

31％と大きく上回っている。現在も少子高齢化が進んでおり、今後ますます進むことが推測さ

れる地域である。 

こうした状況を踏まえ公民館の対象地域では、自治会町会、地区社会福祉協議会等、各地域

団体が中心となり、課題解決につながる活動や地域住民同士の仲間づくりや健康づくり、生き

がいづくりにつながる活動が活発に行われている地域である。 

 

2．地域の課題 

(1)地域において「人と人とのつながりが薄い。」と感じている方の割合が高く、地域住民の交

流の機会が求められている。 

(2)青少年の居場所づくりや乳幼児、未就学児等の保護者同志が交流し、情報交換ができる場の

提供が求められている。 

(3)地区高齢者の独居世帯などといった孤立に対する懸念は市内でも高い状況となっている。 

 (4)地域の特徴である豊かな自然について学び、理解を深めることで、地域への愛を高め活気あ

る町づくりにつなげていく必要がある。 

 

3． 重点目標 

(1)公民館報やホームページ等を活用し、公民館の講座・イベント等やサークル活動、地域活

動などの発信を行い、幅広い世代や、公民館を利用されたことのない方にも公民館に足を運

んでいただけるような事業を展開する。 

 (2)併設している新高根児童ホーム等と連携しながら、子育て世代のニーズを取り入れた事業や

青少年の居場所づくりとなるような事業の充実を図る。 

 (3)高齢者が継続的に健康づくりに取り組める事業に併せ、地域団体等と連携し講座内での交

流を目的とした事業を促進する取り組みも行い、明るい地域づくりに貢献していく。 

(4)地域の豊かな自然に触れ、学ぶことをとおして地域への愛を高め住民同士の親睦を図る。 

 

 


